
福岡県福祉サービス第三者評価の結果 

 

【第三者評価機関】 

 

【福祉サービス施設・事業所基本情報】 

◆経営法人・設置主体 

法 人 名 称 

しゃかいふくしほうじん まやふくしかい 

社会福祉法人 摩耶福祉会 

法 人 の 

代 表 者 名 

ならざき のぶまさ 

設立年月日 
昭和 ・ 平成 

２７年 ４月 １日 
楢崎 信雅 

◆施設・事業所 

施 設 名 称 

ようほれんけいがたにんていこどもえん るんびにこどもえ

ん 
施 設 

種 別 

 

幼保連携型 
幼保連携型認定こども園 るんびにこども

えん 

施 設 所 在 地 
〒８１９－１３３３ 

福岡県糸島市志摩新町３９２番地２ 

施 設 長 名 

ふりがな ならざき みやび 

開設年月日 
昭和 ・ 平成 

２７年 ３月   日 
楢崎 雅 

Ｔ Ｅ Ｌ ０９２―３２８―０７９５ Ｆ Ａ Ｘ ０９２－３２８－１０８７ 

Ｅ メ ー ル 

ア ド レ ス 
runbini@trust.ocn.ne.jp 

ホームページ 

ア ド レ ス 
https://www.runbini.jp 

定 員 

( 利 用 人 数 ) 
５５ 名・世帯（現員 ５０ 名・世帯） ※該当を○で囲む 

職 員 数 常勤職員：  １５   名 非常勤職員：  ９  名 

専 門 職 員 

保育教諭 ８名 管理栄養士 １名 
自閉スペクトラム支援

士（兼務） １名 

栄養教諭 １名 栄養士 １名 保育士 １名 

調理師 ２名   

名 称 株式会社 評価基準研究所 

所 在 地 東京都千代田区内神田２－４－４ 藤和内神田ビル３階 

Ｔ Ｅ Ｌ ０３－３２５１－４１５０ Ｆ Ａ Ｘ ０５０－３７３７－０９４３ 

評 価 調 査 者 

登 録 番 号 
24-a00071、22-a00066、21-a00063 

（様式１） 



施 設 ・ 設 備 

の 概 要 

居室数 保育室：３、延長保育室：１、一時保育室：１、遊戯室：１、 

園長・面談室：１、職員室：１ 

設備 給湯室：１、脱衣室：２、検収室：１、更衣休憩室：１、厨房：１ 

調乳室：１、倉庫：４、トイレ：６、書庫：１ 

◆施設・事業所の理念・基本方針 

理 念 ・ 

基 本 方 針 

１）こどもが初めて経験する「社会」であることをふまえ、園が「社会の

縮図」であることを理想としています。 

２）多様なこどもとおとなが主体的に相互尊重と参画を積み重ねつつ、共

に育つ環境の構築を意識しています。 

３）個々のこどもの発達理解を多角的な視点でとらえ、個々の自分なりの

育ちを保障するために異年齢による教育保育を重視しています。 

４）「こども」を取り巻く様々な関係者（保護者ももちろん含みます）と

の対等な連携を心がけています。「言語」が違うという前提で、こちらの

当たり前を押し付けない謙虚さはとても大事にしています。 

５）職員の人権尊重と相互補完によるチーム教育保育を重要視していま

す。 

◆施設・事業所の特徴的な取組 

【ＩＣＴと対話を高度に融合させ、情報の即時共有による強固なチーム保育を実現してい

る】 

本園は業務支援ツールを効果的に活用し、職員間で質の高い情報共有を行う仕組みを整え

ている。日々の記録を保護者へ発信するだけでなく、職員間でも画像を共有し、共通の視

点で子どもを捉える一助としている。外部専門家による助言も動画で共有し、職種や勤務

時間を問わず全員が同じ専門的知見に触れる環境を構築している。日々の情報共有には複

数の業務支援ツールを併用し、誰もが容易に最新の情報へ到達できる体制は、特定の個人

に依存しない組織的な保育を支えている。情報の即時共有が、子ども一人ひとりと深く向

き合うための基盤となっている点は、特筆すべきである。 

◆第三者評価の受審状況 

評価実施期間 

契 約 日 令和   ７年   ９月  １６日 

訪 問 調 査 日 令和   ８年   １月  ２９日 

評価結果確定日 令和   ８年    月    日 

受審回数（前回の受審時期） 今回の受審：   ２回目（前回 平成 ２８年度） 

 

  



 

【評価結果】 

１ 総  評 

（１）特に評価の高い点 

 

（２）改善を求められる点 

【園長のリーダーシップのもと、子どものありのままを尊重する保育が実践されている】 

本園では、園長の強いリーダーシップのもと、子どもの姿を先入観なく受け止め「ありの

まま」を尊重する保育が組織全体に根づいている。園長は日常の言葉がけや職員への助言

を通して子ども観を継続的に示し、保育者の悩みや課題にも丁寧に向き合いながら職員の

理解を深めている。命令や形式的な指示によるのではなく、園長自身の姿勢と実践によっ

て職員の意識を導いている点に、本園のリーダーシップの特徴がある。その結果、子ども

一人ひとりの特性への理解が進み、障害の有無に関わらず一人ひとりの違いを尊重する保

育が園全体で実践されており、高く評価できる。 

 

【子どもを尊重し、一人ひとりの年齢や特性の垣根を超えた保育実践が日常のものとして

根付いている】 

本園では「決めるのは子ども」「まずはありのまま」という理念が保育の中心に据えられて

おり、子どもを尊重する文化が日常の実践として根付いている。外遊びの参加や行事の内

容などについても、子どもの意思を大切にし、一人ひとりが自分で選び、考え、行動でき

る環境が整えられている。また、障害の有無に関わらず子どもの個性や違いを尊重し、大

人の価値観で子どもの姿を矯正するのではなく、その子のありのままを受け止める姿勢が

職員間で共有されている。こうした保育者の関わりにより、子ども同士の年齢や特性の垣

根を越えた関係も自然に育まれ、一人ひとりの主体性を尊重した保育を軸にした実践が積

み重ねられている点が、高く評価できる。 

 

【２０代から８０代までの幅広い年齢層の職員と日々子どもたちが関わることにより、育

ちにおける情緒の安定や人間関係の形成に好影響を与えている】 

本園の特筆すべき点は、２０代から８０代までの幅広い年齢層の職員が共に働き、穏やか

なチームとして機能している点である。保育、調理、バス送迎など多様な役割を担う職員

が世代を越えて協働することで、園全体にゆとりと包容力のある雰囲気が生まれている。

若手の活気と経験豊かな職員の落ち着きが調和した環境の中で、子どもたちは多様な大人

と自然に関わりながら育っている。このような環境は、園が目指す「社会の縮図」として

の保育環境を実現しており、子どもの情緒の安定や豊かな人間関係の形成にも好影響を与

えている。園全体が多層性のある、一つの温かなコミュニティとして機能している点は、

本園の大きな強みと言えよう。 

【職員の経験と意欲を組織の力へ転換し、保育の質を底上げする粘り強い取り組みを期待

したい】 

本園には他園での経験を持つ職員が多く在籍し、多様な視点がある一方で、以前の習慣に

よる保育のばらつきは課題の一つと考えている。情報共有の仕組みは整っているが、その

活用度や学びへの熱量は職員個々の意識に委ねられているのが現状である。同じ手法を用

いても、環境構成や関わりに違いが生じるのはどの施設でも避けられない課題だが、これ

を個人の資質として片付けず、組織として向き合うことは本園であれば可能だと思われる。

職員一人ひとりの違いを認めつつ、全員が同じ方向を向いて成長できるよう、対話を重ね

て質の底上げを図る息の長い取り組みを期待したい。 

 

【子どもの自由な移動を保障し、一人で静かに過ごせる環境の再構築を検討してほしい】 

現在、安全管理上の理由から１階自由広場の利用を制限しているが、当該空間は集団から

離れて一人で静かに過ごせる貴重な場である。保育室は主体的な活動に適しているが、集



 

２ 第三者評価の結果に対する事業者のコメント 

 

３ 共通評価基準及び個別評価基準の評価項目による第三者評価結果（別添） 

 

団での動きが前提となるため、一人で休息を得るのは難しい。静かな空間で過ごす時間は、

再び集団の中で遊ぶ意欲を養う重要な役割を担っている。今後は読書空間としての充実を

図る計画も含め、安全を担保しつつ子どもの移動の自由度をいかに確保するか。主体性を

尊重する本園の方針に基づき、環境活用の再検討が進められることを期待したい。 

 

【見立て遊びの充実を環境的に工夫することで、子どもたちの世界がさらに豊かになるこ

とが期待される】 

本園では子ども主体の保育が実践されているが、室内遊びにおける見立て遊びの環境につ

いては、さらなる充実が期待される。訪問時にはままごとコーナーが設置されているもの

の、遊びの広がりが十分とは言えず、備品の老朽化等により素材が減少している状況が見

られた。見立て遊びは、空想のフィルターを通すことで、複雑な現実世界を自分なりに理

解していく遊びで、社会性や語彙力・言葉の使い方、人間関係などを学ぶ重要な遊びであ

る。今後はままごとセットに限らず、様々な見立て遊び、絵本環境の整備を進めることで、

子どもたちの世界がさらに豊かになり、子どもの主体的な遊びが一層広がることが望まれ

る。 

過分な評価をいただき恐縮しております。受審にあたり資料を作成する中で、多くの課題

を認識でき、それだけでも意義があったと考えております。また、調査者の方々には非常

に真摯に向き合っていただき、改善点を教示いただき感謝いたします。ご教示いただいた

内容は、すでに翌年度の導入予定としておりますが、導入にあたっての意図なども職員の

理解を促進するものであり、重ねて御礼申し上げます。一方で、多くの保育者の皆さんは、

外部からの評価に非常に傷つきやすく、「自分がダメだ」とまっすぐに受け止めてしまいが

ちなので、翻訳しつつ今後に活かしていきたいと思います。 


